
☆天文の基礎知識 へ「誕生星座」の見やすい時期へ
今から約2,0 0 0年前の人々は、その人の蓮器は生まれた時の太陽や

星の位置によって決まると信じていました。そして、 1年間に太陽が通

る1 2星座をえらび、だいたい太陽がいる星座を誕生星座としたのが右

の表で、今でも星占いなどに使用されています。ただ、 1 2星座に分け

られた後、長い年月の間の地球の首ふり運動(歳差運動といいます)に

より、今の太陽は表にある日付より1か月くらいずつ遅れています。

また、誕生星座は表にある月日のころ夜空によく見えるわけではあり

ません。それは上にも書いたようにそれぞれの期間に太陽がその星座に

いて、日中の明るい時に移動していくので、ふつう目では見えません。
はな

1月20日̃2月18日 みずがめ座 

2月19日へ3月20日 うお座 

3月21日へ4月19日 おひつじ座 

4月20日̃5月20日 おうし座 

5月21日̃6月21日 ふたご座 

6月22日へ7月22日 かに座 

7月23日へ8月22日 しし座 

8月23日一9月22日 おとめ座 

9月23日̃10月23日 てんぴん座 

10月24日̃11月21日 さそり座 

11月22日へ12月21日 いて座 

12月22日へ1月19日 やぎ座 

つ かさ

しかし、その星座と太陽は1日に約1o くらいずつ離れていきます。それが毎日積み重なっていき、

やがてその星座は夜明け前に、太陽より先に東の空に現われたり、半年くらいたっと、日暮れと同時に

東の空から昇り、夕食後などに南の空でとても見やすくなります。つまり、自分の誕生星座を夜ゆっく

り眺めたい場合は、表にある月日より約半年後の方が蓮しているということです。

糠星の活動し精一ト

7且:新中綿公民館で星を見る会

7月22日(D、今年春にオープンした新しい中郷

公民館(旧北陽小学校)で、 「星を見る会」が行なわ

れ、 35人の参加者が星の世界を楽しみました。この

日は三日月の一日後の月がとても美しく、萱還鏡で

じっくり観察できました。また、暗くなってからは

星空解説で夏の星座さがしや星のお話を齢。叢透

におまちかね、本物の・・いん石・,などが当たる競董

会では「わ- !」とかん声があがっていました。

雪 li ● う tI い く あ か あ∴さ く か い

8且:ベルセウス座流星群の観測会

8月12日の夜に、銀河宇宙探検隊の講師らによる

ベルセウス座流星群の観測会が、長坂山で中一高校生

(男子のみ)の参加で行われました。はじめに流星群

とは?や観測方法を学び、シートに寝転んで観測を

開始。雲の切れ間から時どき現れる流星に感動して

いました。くもってしまったのでゆかいな自主結界

をして午後11時ころに麓鞍。次の日は天気が良かっ

たので各自でたくさん観測できたことでしょう。

望遠鏡で見る芹竃のあなぽこにびっくりでした

明るい流れ星が出ると「ワーツ!」と大さわざに


